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Self-introduction



主な活動と経歴
本年度 

　　　京都市教育委員会　総合育成支援課　専門主事 
　　　京都府 特別支援教育京都府専門家チーム（宇治支援学校SSC） 
　　　ＮＰＯ　支援機器普及促進協会　理事長 

昨年度以前 
　　　京都市　呉竹総合支援学校・東総合支援学校　特別非常勤講師 
　　　京都市　携帯電話市民インストラクター 
　　　京都市　ＩＣＴ活用支援員　（総合支援学校ICTコーディネーター） 

　　　京都市　総合育成支援員　（発達障害児支援） 
　　　京都市　精神障害者授産施設　京都市朱雀工房　統括職業生活支援員 
　　　京都市　地域若者ｻﾎﾟｰﾀｰ　（引きこもり支援） 
　　　京都府教育委員会　社会教育委員 
　　　京都府高等技術専門校　在職者訓練インストラクター 
　　　中小企業基盤整備機構　経営改善ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 
　　



18番テトラソミー 
140,000人に一人という非常に出生率の低い染色体異常 （18番染色体が4本ある病気です）
の我が子と同じ障害を持つ方々との情報交換の場になってほしいと思いつくりました

私も、京都府立向日が丘支援学校　高等部1年生の三男がおります

http://ameblo.jp/memis-18/




Topics



https://www.youtube.com/watch?v=fGxi9k-LRJQ

https://www.youtube.com/watch?v=fGxi9k-LRJQ


https://www.youtube.com/watch?v=fGxi9k-LRJQ

https://www.youtube.com/watch?v=fGxi9k-LRJQ


すごいことがおきる



メラビアンの法則 
1970年代初頭、アメリカの心理学者アルバート・メラビアンが、 
ノンバーバルコミュニケーションを語る上で非常に有用な実験結果の
報告をしました。 その報告は、「話し手」が「聞き手」に与える影響
がどのような要素で形成されているのか、というものです。 

•  視覚情報…見た目、身だしなみ、表情（視線）など…55% 
•  聴覚情報…声の質・大きさ・速さ（テンポ）…38% 
•  言語情報…話す言葉そのものの意味…7% 

この結果を見て分かる通り、相手に与える影響の中で「言語情報」は 
1割にも満たないのです。 つまり相手に与える印象は「非言語」の部分
が9割以上を占めているという事になります。 



会話のキャッチボールができない9つの理由



Chapter 1

　機器の特性を理解する



これまでの機器との違い

携帯性 
即時性 
アプリケーション 
カメラ 
音声認識 
音声操作 



タブレット端末の優位性

携帯性（どこでも）学校と家庭で同じ環境 
操作性（だれでも）自分で出来る 
機動性（いつでも） 
GPS（位置情報）機能 
AR（拡張現実機能）を使う 
カメラ＆コンピューター機能 
カメラの活用 
音の扱い



Chapter 2
AAC

（拡大代替コミュニケーション）
としての活用

ポイントはコミュニケーションを理解すること 



http://www.fukuyama-sh.hiroshima-c.ed.jp/kyouken/29kyouken/jiritu/jiritu5.pdf

http://www.fukuyama-sh.hiroshima-c.ed.jp/kyouken/29kyouken/jiritu/jiritu5.pdf


http://www.fukuyama-sh.hiroshima-c.ed.jp/kyouken/29kyouken/jiritu/jiritu5.pdf

http://www.fukuyama-sh.hiroshima-c.ed.jp/kyouken/29kyouken/jiritu/jiritu5.pdf


伝えたい！　という気持ち

　　どうすれば・・
　　そもそも言いたい事ある？！

伝わった！　という体験

　　どうすれば・・
　　どうしても言葉でなければ駄目？！



伝える



ボディーランゲージ（肢体不自由）
言葉（聴覚障害・失語症・知的障害）
文字（視覚障害・知的障害・肢体不自由）
絵カード（視覚障害・・・）
手話（視覚障害・知的障害・・）
画像（視覚障害・・・）
選択（視覚障害・・・）
VOCA（聴覚障害）
・・・



択一



はい・いいえ



これで気持ち伝わる？

そもそも意味わかってる？



これ何？



絵カードとVOCA
(VOCA=Voice Output Communication Aids)

（携帯用会話補助装置）



何が違うの？

絵カード VOCA



絵カード



画像をアルバムに保存（自主的な参加）







VOCA 
Symbol



つくるんです 
(絵カード作成ツール）



絵カードメーカー 
(絵カード作成ツール）



すききらいカメラ 
(簡単意思表示）



Snap Scene Lite 
(シンボルVOCA）



DropTalk 
(シンボルVOCA）



SoundingBoard 
(シンボルVOCA）



えこみゅ 
(シンボルVOCA）



VOCA(TTS) 
Text-to-Speech



難易度⇒高 
汎用性⇒高

難易度⇒低 
汎用性⇒低

テキスト版VOCAの落とし穴

文字が読めると書かせたくなる・・



指伝話ちょっと 
(テキストVOCA）



ごじゅーおん 
(テキストVOCA）



日本語おしゃべりキーボード 
(テキストVOCA）



まとめ



言葉で話せなくても 

文字で伝えられなくても 

絵カードで意思表示できなくても 

伝える手段は無数にある！ 

どう汎化させるのか？



機器に子どもたちを合わせるのではなく 

子ども達に機器を合わせること



タブレット端末を使う必然性はあるのか？ 
アナログの方が簡単 

でも出来ないこともある 
子どもたちが何を伝えたいのか？ 

誰と繋がりたいのか？ 

既存の支援と比較しないと必然性はわからない 
（＝いろいろな手段の選択肢を持つ）



子どもたちに、言わせたい事ではなく 

子どもたちが、言いたい事！



自立とは・・・



Reference book













マジカルトイボックス 



「合理的配慮」「学習のUD」「特別支援教育」「概論・入門編」

各号のキーワード

「視覚支援」

特別支援教育とAT(アシスティブテクノロジー) 
国立特別支援教育総合研究所　金森　克浩

「AAC再入門」 「知的障害」



日本肢体不自由児協会



東京大学先端科学技術研究センター　　関連



魔法プロジェクト　研究成果

あきちゃんの魔法の 
ポケット

魔法のふでばこ 魔法のじゅうたん

http://maho-prj.org/魔法のランプ 魔法のワンド 魔法の宿題

東京大学先端科学技術研究センターとソ
フトバンクグループは、携帯電話・ス
マートフォン等の情報端末の活用が障害
を持つ子どもたちの生活や学習支援に役
立つことを目指し2009年6月から「あき
ちゃんの魔法のポケットプロジェクト」
をスタートしました。 

https://maho-prj.org
魔法の種 魔法の言葉

http://maho-prj.org/
https://maho-prj.org


香川大学教授　　坂井　聡



http://npo-atds.org 

https://www.facebook.com/takamatsu.takashi


